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研究成果の概要（和文）： 

 中国・韓国・日本の東アジア三国における西洋文明の急速な受用と近代化への着手は、「西
洋の衝撃」と呼ばれるほど伝統思想に大きな変革を迫った。中でも、儒教や仏教・道教の中核
的観念である「天」は、各国の政治思想状況によって独自の再解釈が盛んに実施されたが、今
回の共同研究によって、一見多様に見える各国の再解釈も、「秩序を維持する天」から「変革を
養護する天」への変容という点では共通しているということを明らかにすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

‘Western Impact’ in the 19th century forced three East Asian nations, such as China, 

Korea and Japan, to transfigure the interpretations of traditional thoughts widely. 

Especially the idea of‘Heaven（天）’that was the common core idea of Confucianism, 

Buddhism and Taoism, was urgently tried to reinterpret in the each nation’s original 

way. Through this collaboration on the theme; The clash of civilizations in the modern 

East Asia and the transfiguration of idea of ‘Heaven(天)’, we could clarify that the 

idea of Heaven was commonly transfigured to defend the big social change among three 

nations.  
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１．研究開始当初の背景 

 近年、中国、韓国、日本の東アジア地域に
おける共同研究が活発化しているが、実際に
そうしたシンポジウムに参加してみると、各
国の研究者が各国内における議論の延長線

上で議論を展開し、なかなかテーマが深まら
ないというケースが頻繁に見受けられる。他
方、「東アジア共同体論」等の議論も盛んだ
が、こちらは成果を急ぐあまり、重要な差異
を見過ごしがちである。本研究テーマである
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近代化に伴なう伝統思想の変容や再生に関
して言えば、「天」観念の変容という視点は、
これまで重要であることは認識されていな
がらも、ほとんど研究されてこなかった分野
であった。そのため、本研究グループでは、
「天」観念変容の比較研究にあえて着手する
ことにした。 

 

２．研究の目的 

 「天」観念は、儒教は言うまでもなく、仏
教やキリスト教の各教義における最重要観
念の一つである。また、「西洋の衝撃」と称
される近代化によって最も大きな変容を強
いられた観念でもある。 

 そこで、前近代から近代への通時的な変化
を調査するとともに、西洋対東洋という比較
文明論的視点も確保しながら、東アジアにお
ける近代化と天観念の変容の相関関係を、儒
教、仏教、国学、キリスト教など、前近代を
代表する思想を縦断しながら、「天」観念の
変容をいろいろな角度から検討し、その変容
の特質を明らかにすることを本研究の目的
として設定した。 

 

３．研究の方法 

 中国、韓国、日本について、それぞれ前近
代と近代に分類し、６つの領域についてそれ
ぞれ２名ずつ研究発表を行い、国別の天観念
の変容を追跡するとともに、同時代の東アジ
アを横断するパースペクティブを確保しな
がら、つねに東アジアにおける天観念の変容
を考察できるよう、研究段階を二つに区分し
て計画を立案した。 
 すなわち、第一部を「前近代における天観
念」を考察することとし、中国における儒教
や仏教における天観念、韓国における儒教内
部の性理学派と実学派の天観念、日本におけ
る古学派儒学と国学における天観念を分析
し、各国における伝統的な天観念を抽出する
ことに心がけた。第二部は「西洋文明との衝
突により形成された新たな天観念」を考察す
ることとし、中国における康有為・梁啓超お
よび『天主実義』における天の新たな解釈、
韓国における朴殷植・李柄憲などの儒教改革
運動や東学党における天の新たな解釈、そし
て日本における福沢諭吉や西周などの啓蒙
思想家および三宅雪嶺・長谷川如是閑などの
思想家における天の新たな解釈を抽出し、そ
の後、各国における前近代から近代への通時
的変化、および同時代における共時的な三国
の比較研究を通して、天観念変容を総合的に
分析できるように工夫した。 
 
４．研究成果 
 三カ年の共同研究を通して、以下の３点を
明らかにすることができたと考えている。 
（１）変革を養護する「天」 

 西洋の衝撃を受けたとき、中国は革命を擁
護するものとして、韓国は日本帝国主義に対
する抵抗を養護するものとして、「天」をと
らえた。それに対し、日本は帝国主義的な侵
略を養護するものとして「天」をとらえ、ま
たそれは次第に近代天皇制と結合しながら、
民衆に浸透していく日本主義を養護する観
念としても機能した。以上のことを整理して
みると、西洋の衝撃を受けた東アジア三国は、
天地を統括し社会秩序を維持する伝統的な
「天」ではなく、国内における革命や対外的
な膨張主義など、さまざまな「変革」を養護
するものとして「天」をとらえていたことが
わかってきた。そして、こうした「天」の多
様な再解釈は、＜侵略と自己正当化＞という
近代史研究における新たな観点から、改めて
研究する必要があると考える。 
（２）『易』の重要性 
 中国・韓国・日本の東アジア三国が西洋の
衝撃を受けたとき、共通して『易』の新しい
解釈に着手していることは、今回の共同研究
で初めて明らかにできた。『易』といえば、
古代中国や占いの書としてばかり認識され
ているが、東アジアの近代化における思想的
実践として、『易』の再解釈があったことは
な、今後「近代化に伴う伝統思想の変容」と
いう課題を検討する際に重要な視点となる
だけでなく、東アジア文化圏における共通の
思想基盤という観点からも考察されるべき
重要なテーマと思われる。 
（３）共同研究のさらなる推進の必要性 
 今回の共同研究を通して、各国で行われて
いる「天」観念の研究を参考にし、自国の研
究を相対化することができた。実際に現地に
出かけ、現地の研究者との対話を通して継続
的に比較研究を行ってみると、いかに中国・
韓国・日本における問題関心や研究方法が違
うかを痛感させられるとともに、他国の研究
者からの発表は、つねに自分自身の研究を顧
みる貴重な機会となった。ただ、今回の共同
研究では、まだ現状を認識できたという段階
に留まっており、今後の更なる共同研究によ
り、近代化と「天」観念変容に関する研究が
一層深まっていくことを期待したい。 
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